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17) 日本経営史研究所 『稿本 三井物産株式会社100年史
(上)』1978年,270ページ｡

















































































第 1表 朝鮮紡織の営業構造 (単位 :千円)
年度 公 称資本金 払 込資本金 総資産 当期利益 総督府補給金 i 社 外 借 入 株主数(人) 配当率(形) 筆 頭 株 主所有株式数 大 秩 主社 債 銀行借入
筆頭株主 第二株主1918 5,000 1,250 5,043 19 0 410
0.0 9,600 安部幸之助 山本条太郎19 5,000 1,250 5
,151 0 43 - - 1,001 0.7 -20 5,000 2,500
5,058 0 65 958 0.7 3,250 山 野 秀 一 望月軍四郎21 5
,000 2,500 7,808 0 89 2,000 983 0.0 3.250 / /22 5 30 326 -102 105 - 1,029
2,430 荏 昌 立 服部金太郎23 5,000 4,000 7,153
93 0 2,000 - 972 0.0 - l■ ■ ■ ■ ■ -24 5,000 4,0
00 6,560 -54 100 984 0.0 -25 5,000 4,5 319 1 450 17 4 3,325 山本条太郎 荏 昌
立26 5,000 4,500 5,572 25 100 200 895 0.5 3,3
25 /I27 5,000 5,000 6,668 25 100 350
251 0.0 3,325 / -28 5,000 5,000 7,298 68 100 1,
000 877 0.6 3,325 / 山 本 操29 5,000 5,000
8,607 71 100 - 1,850 842 0.6 -30 5,000 5,000 580 -153 6 37 0 15,297 中 外 産 業 山
本条太郎31 5,000 5,000 8,603 267 0 150 740 0.7 15
,827 〃 〃32 5,000 5,000 8,653 738 0 25 673 10.
0 15,827 /y 斎藤吉十郎33 5,000 5,000 8,579 580 0 -
5 798 10.0 15,327 /I /34 5,000 5,000 12,618 86
2 0 2,000 807 10.0 15,297 ク 三 菱 信 託35 5,000 5,000 15,
343 682 0 1,800 806 10.0 15,297 /y /I36 5,000 5,000 14,30 328 6 0 4 〟 再 製 樟 脳
37 10,000 6,250 21,706 617 0 1,400 975 12.0
28,659 〟 〟38 10,000 7,500 25,571 1,240 0 1
,200 1,065 15.0 28,594 /y /39 10,000 7,500
29,077 1,684 0 388 1,121 12.0 24,820 / /I40 10,000
7,500 34,206 1,705 0 1,154 12.0 24,820 / /41 ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
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第2表 朝鮮紡織の10大株主の変化
順番 1918年 1928年 1930年 1935年 1936年
1942年1 安部幸之助 9,600山本条太郎 3,325中外産業15,297中外産業15,297中外産業14,297
中外産業23,6902 山本条太郎 2,300山本 操 3,050三菱信託 5,000三菱信託 5,000再製
樟脳 6,000再製樟脳11,5503 服部金太郎 2,000丸山芳美 2,810斎藤吉十郎 3,720山本条太郎 3,45
5三菱信託 5,000東京海上火災10,0004 小田良治 2,000雀 昌立 2,450山本条太郎 3,455
斎藤吉十郎 3,180昌栄合資 3,900昌栄合資 7,8005 尾沢琢郎 2,000浅野太三郎 2,050山本 操
3,150昌栄合資 2,720山本武太郎 3,555山本武太郎 7,1106 小室三吉 2,000服部金太郎 2,00
0丸山芳美 2,810山本 操 2,150斎藤舌十郎 2,720山二株式会社 5,0207 野田卯太郎 1,800
山野秀一 1,950笹 昌立 2,450渡辺義次 1,780横山与市 1,500斎藤吉十郎 3,8008 高野省三 1,500 一男 67 昌栄合資 07 太良輝雄 5 太田輝雄 08 横山与市 0
9 児玉-造 1,500広揮正次郎 1,660浅野太三郎 2,050横山与市 1,500山叶商会 970迫間一
男 1,71010 山岡順太郎 1,200方 杢換 1,530青見久米蔵 2,000角丸商会 1,330




















































第3表 朝鮮紡織役員の株式所有 (単位 :秩)
株 主 名 目 918 1920 1925 ･928 日 930 1933 1935 1937 ･94
0 日 942馬 越 恭 平 1,000 350 1,150 1,15
0 1,250山 本 条 太 郎 2,300 100 3,325 3,325 3
455 3,455 3,455和 田 豊 治 1,000 1,000 ■ 一■
日比谷平左衛門 100 100三井系の合計 4,4 1,55
4,475 4,475 4,705 3,455 3,455 i山 本 悌 二 郎 1
,000棚 瀬 軍 之 佐 1,000 1,0002 400 420
松 方 正 熊 1,000 800 200 200 200 200 200 200 200台湾組の合計 2 1, 1,200 6 62
00斎 藤 吉 十 郎 200 1,150 150 250 3,670 3,720
5,100 3,900 3,800酒
井 才 次 郎 250 100安 部 幸
之 助 9,600 1,250小 室 利 吉 350 765
385韓 相 龍 110 100 100 10
0 200原 安 三 郎 10 1,01 1,010 1,010
1,620 1,720 1,620松 野 鶴 平 4
10 770 770 770 100 200牧 山 清 沙 1,000 1,000 75 50 50 ■ ■ ■lⅧ 一■ ■ -
佐 々 木 克 己 400 410 610 610 ■ 一■ ■ ■ ■
中 村 彦 1,000 100 200 200 200
200 200 465 465 500野 田 俊 作 1,300 1,100 1,1口 三 郎
265 265 265佐 藤 兼 吉 4 40時 岡 昇 平
1,245 1,245 1,155総 株 式 数 18,360 6,100 8,685 7,305t8,445 10,3可 9,035 11,1
60 9,745 9,100役員の所有比率 18.4 6.1 8.7 7.3f 8A 10.3書 9.0 6.0 5.1 5
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第4表 朝鮮紡織の株主構成と朝鮮人株主の分布推移 (単位 :敬)
朝 鮮 人 在朝鮮日本人 本国日本人
合 計人 秩 人 樵
人 秩 人 秩1918 15 511 114 9,822 281 8
9,667 410 100,00019 14 658 239 29,54
5 666 69,797 919 100,00021 27 5,461 2
31 28,397 724 66,142 982 100,00023 30 7,633 277 30673 680 1694 7
25 28 5,902 304 38,477 585 55,621 917
100,00028 29 6,328 308 43,018 540 50
,654 877 100,00030 35 8,081 310 42,062
497 49,857 842 100,00033 18 4,004 19
9 26,402 456 69,594 673 100,00035 ll
1,123 137 18,289 689 80,588 837 100,00037 7 238 09 33163 85 164 09 975 2
0040 6 1,358 112 29,464 1,011 169,178


























































































































































































































































































































































































































54) E]本化薬株式会社 『火薬から化薬まで- 原安三郎と
日本化薬の50年』1973年,2ページ｡
55) 日本化薬(樵)社史編纂委員会,前掲書,18ページ｡

































































































式1 日 本 火 薬 91
,2892 山 本 武 太 郎
31,0463 吉 崎
良 造 20,5864 原 安 三 郎 8440
5 長 崎 英 造 4,
8006 柴 田 隆 七
4,5007 小 室
俊 夫 2,4008 石 藤 豊 太 38
9 山 本 章 雄 1



























第 6表 中外産業の営業構造 (単位 :千円)
貸 方 借 方
項 目 43年上期 43年下期 項 目 43年上期 旨
43年下期株 金 10,000 10,000 未 払 金 4,00
0 4,000法 定 積 立 金 1,050 1
,070 現 金 1 1別 途 積 立 金 350
350 銀 行 預 金 186 515納 税 積 立 金 300
85 有 価 証 券 19,599 20,294借 入 金 18,480 19,25 貸 付 金 7
,446 6,744諸 預 り 金
250 100未 払
金 61 62 ■ - ー ■-利 益 74 63
計 31,232 31,554 計
31,232 31,554出
所 :中外産業株式会社 ｢営業報告書｣｡の13社







































































渡辺専次郎 ･小室三吉 ･飯田義一 ･山本条太
郎 ･岩田兼-ら,この時代から大正期にかけて
活躍した人物は,いずれもそうした代表的な人
びとであった｣71)｡要するに,三井財閥は,戟
前の日本経済発展における資本の支配 ･集中だ
けではなく,有能な ｢人材の貯水池｣としての
役割を果たしたことがわかる｡ そして,重要な
ことは,こうした三井が育成した人的資源は,
三井の関連事業から離れたあとも ｢三井系｣と
いう人的ネットワークを形成 し,様々なベン
チャービジネスを引き起こすことで三井傘下企
業との幅広い取引関係を結んでいたいうことで
ある｡ したがって,｢朝鮮紡織-三井系｣とい
う捉え方は,こうした ｢人材の貯水池｣として
の三井財閥の位相と ｢三井｣という二文字が持
つ暗黙的な社会経済的な信用の存在を示してい
た｡一方,こうした ｢三井財閥｣を中心とする
人的ネットワークの形成は,三井財閥組織の境
界やその仕切り線を暖味にすることでその範囲
と影響力に対する過大評価をもたらす余地を与
えてきたのである｡
71) 日本経営史研究所,214ページ｡
